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会社概要

スタンダード市場
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Agenda

・なぜハラスメントに気付かない？
シーン別で学ぶ「アンコンシャスバイアス」

・1万人データから知る「ハラスメントだ、と思う行動」

・アンコンシャスバイアスと加害者の心理

・言われるまで気付かなかった、をなくす！
自身に隠れるリスクを知る研修と予防策とは

・出社状況と座席管理の課題

・在席管理ツールの活用法

・実際の画面から学ぶ活用術
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2026年、企業に求められる新たなハラスメント対策

従業員満足度の向上 従業員の離職率低下

モチベーションアップ 生産性の向上

メリット

健康経営実現には欠かせないハラスメント防止

令和4年度の精神障害の労災認定件数のうち
「パワハラ」による被害は147件で、最多の原因となっている

→ パワハラ撲滅が休職の未然防止健康経営実現の一歩となる
データを元にハラスメントの実態に触れる

2023年から人的資本の情報開示が義務化されたことで、
企業におけるダイバーシティ推進は待ったなしの経営課題となっています。

一方で、多様性を推進していても
現場が変わらないことにお悩みの経営層の方は多いのではないでしょうか。

実は、ダイバーシティ推進を阻んでいるのは、
無意識のバイアスやハラスメントであることが多く、
組織における課題を発見することが解決への近道なのです。

本ウェビナーでは
「ハラスメント対策」「女性活躍」「障がい者雇用」の観点から、
それぞれの浸透が上手くいかない理由とその対処法について、
具体的な取り組みを交えながらご紹いたします。

ぜひご参加いただき、貴社の課題の発見にお役立てください。

パワハラ防止法に続き、「カスハラ」「就活セクハラ」対策も義務化へ。

■2026年施行予定 改正労働施策総合推進法

意図せずハラスメントが発生している可能性
・ ・ ・ ・

も。

ハラスメントを引き起こす 「アンコンシャスバイアス」 とは？
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- 顧客からの著しい迷惑行為に対し、従業員を守る体制整備が必須に。

■就活生等へのセクハラ防止措置の義務化

やらなくてはいけないことは増える。一方「対策していても被害は減っていない」現状

５０％以上：被害経験あり
80%以上：「誰にも相談せずに我慢する」

「それを理由に退職を検討する」



ハラスメントを引き起こす？無意識の偏見「アンコンシャス・バイアス」

アンコンシャス・バイアス（無意識バイアス）とは、

自分では気付かない ものの見方・捉え方の歪みや偏りを表す。

過去の経験や知識、情報、価値観 「〇〇に違いない」という無意識の思い込み

従業員のモチベーション低下

採用しても続かない／離職率の悪化

組織全体の生産性の低下

人材育成の困難さ／成長の停滞

思い込みによる決め付け 役割の押し付け

成長機会の損失 キャリアプランへの失望

不信感・不公平感 人間関係の悪化 etc...
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アンコンシャス・バイアス例 こんな考え方をしたことはありますか？

外国人も入れる
女性活躍や障がい者を例にとる

・組織のリーダーは、女性よりも男性の方が向いている（女性にリーダーは務まらない）

・大きな商談や交渉事は、男性社員に任せた方がよい

・受付、接客、お茶出しなどは、女性がやるべきだ（男性のする仕事ではない）

・妊娠／出産や育児のために休暇を取得したり、働き方を変えている女性は、

重要なプロジェクトからは外した方がよい

に対する “無意識の思い込み” の例

参考：内閣府 男⼥共同参画局「性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）に関する調査研究」

https://www.gender.go.jp/research/kenkyu/pdf/seibetsu_r04/02.pdf

女 性

内閣府が2022年に実施した “無意識の思い込み” に関する調査研究では、「育児期間中の女性は重要な

仕事を担当すべきでない」という項目に対して、「そう思う」または「どちらかといえばそう思う」と回答した割合が、

男性で33.8％、女性で33.2％と、ともに3割を超える結果が出ている。
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「障害者」 「障がい者」 「障碍者」 「不具者」 「ハンディキャップ」 「発達障害」

「血液型」

「若手」 「ベテラン」 「男性」 「女性」 「上司」 「部下」

アンコンシャス・バイアス例 こんな考え方をしたことはありますか？

に対するアンコンシャス・バイアスの例障がい者

・難しい作業は負担が多いだろうから、簡単な仕事だけしか任せられない

・納期に追われる仕事は負担（ハンディキャップ）が大きいから外そう

・障がい者だから、ミスをしても 厳しく叱ってはいけない

・負担がかからないよう、障害者雇用の社員は会議に呼ばず、決定した要点だけ伝えるようにする
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アンコンシャス・バイアスがレイシャルハラスメントに？

外国人も入れる
女性活躍や障がい者を例にとる
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に対するアンコンシャス・バイアスの例外国人

・日本語を母国語としない社員は、円滑なコミュニケーションが取れないので昇進させない

・外国人には細かい作業や、空気を読む仕事は無理だ

・外国人は時間にルーズで、日本の社風には合わないので採用を見送る

その言葉、実は「レイシャルハラスメント」かもしれません

「〇〇人は時間にルーズだ」「〇〇人は陽気だ」

レイシャルハラスメント定義：
人種・国籍・民族・肌の色・出身地などを理由に行われる嫌がらせや差別的言動。



気遣いで「押しつけ」をしてしまっていませんか？

外国人も入れる
女性活躍や障がい者を例にとる

アンコンシャス・バイアスは、それまでの経験などから形成されていくもの。

アンコンシャス・バイアスそのもの＝悪影響

偏った思い込みによる無意識の「押しつけ」「決めつけ」＝悪影響

“気遣いのつもり”がいつの間にか“押し付け”に？

善意でも相手のためにならない可能性も。
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マネージャー層・リーダー層で特にハラスメント配慮への意識が高い。
経営者・役員層では「気にしすぎ」という回答が他役職より多い。

■職場でのハラスメントについて・・・
A：もっと気にすべきだと思う vs B：気にしすぎだと思う

※Aに近い計：「Aに近い」＋「ややAに近い」

Bに近い計：「ややBに近い」＋「Bに近い」

Aに近い計 Bに近い計

全体 n=10000 53.6% 7.5%

経営者・役員層 n=265 41.5% 14.3%

マネージャー層 n=1129 58.7% 7.2%

リーダー層 n=1304 60.6% 7.2%

役職なし n=5449 53.3% 7.4%

パート・アルバイト n=1853 48.4% 7.1%

19.1 

15.8 

20.9 

21.9 

19.4 

15.9 

34.5 

25.7 

37.8 

38.7 

33.9 

32.5 

38.9 

44.2 

34.0 

32.3 

39.3 

44.6 

5.8 

11.3 

5.0 

5.7 

5.8 

5.6 

1.7 

3.0 

2.2 

1.5 

1.6 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Aに近い ややAに近い どちらともいえない ややBに近い Bに近い

職場でのハラスメントはもっと気にするべき？／気にしすぎ？
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お酌や力仕事等の性差のある慣例は3割以上が「良くない」と感じている。
慣例として自然と染み渡っている枠組みに懸念を感じている人が比較的多い。

1万人に聞いた良くないと思う行動・文化

※■：全体より5pt以上高い ■：全体より10pt以上高い ■：全体より5pt以上低い ■：全体より10pt以上低い

女性社員にお

酌をさせたり、力

仕事は男性社

員がやる慣例

コミュニケーション

不足を補うため

に、定例飲み会

への参加を求め

る

1対1で異性の

部下を食事や

飲み会に誘う

受付職は女

性、現場職は

男性など職種に

よる男女指定

女性はハイヒー

ルにスカート、男

性はスーツにネク

タイなど服装指

定や性差のある

制服

特に親しいわけ

ではないが社内

の人を見つけた

のでSNSで友

達の申請をする

時短の社員に

対して、残業さ

せられないので

責任の重い仕

事は振らないよ

うにする

オンラインミーティ

ングなどで顔出

しすることを求

める

レディースデー／

メンズ割など性

別による割引

会社のデスクに

家族写真を飾

る

あてはまるものは

ない

n=10000 32.1 29.6 27.9 27.1 27.1 22.7 18.0 18.0 17.8 10.8 48.1

経営者・役員層 n=265 38.9 32.5 32.8 31.7 31.3 26.4 20.0 18.5 25.7 10.9 47.2

マネージャー層 n=1129 37.2 34.5 33.2 30.7 29.8 24.1 22.9 20.7 23.3 13.2 36.7

リーダー層 n=1304 33.7 32.0 30.6 28.1 27.8 25.2 20.2 19.5 20.9 11.2 40.3

役職なし n=5449 30.8 28.1 26.1 26.5 26.1 22.1 17.1 17.9 16.5 10.2 50.3

パート・アルバイト n=1853 30.8 28.7 27.2 25.1 27.2 21.1 15.9 15.7 15.0 10.8 54.3

　全　体

役

職

別

32.1
29.6 27.9 27.1 27.1

22.7
18.0 18.0 17.8

10.8

48.1
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60歳以上では良くないと思う行動・文化が多く、30代男性ではやや少ない傾向。
★自覚調査と比較★ 60歳以上は自己意識が高いために、自分自身がハラスメントをするはずがないと思っている可能性も。

1万人に聞いた良くないと思う行動・文化（性年代別）

※■：全体より5pt以上高い ■：全体より10pt以上高い ■：全体より5pt以上低い ■：全体より10pt以上低い

女性社員にお

酌をさせたり、力

仕事は男性社

員がやる慣例

コミュニケーション

不足を補うため

に、定例飲み会

への参加を求め

る

1対1で異性の

部下を食事や

飲み会に誘う

受付職は女

性、現場職は

男性など職種に

よる男女指定

女性はハイヒー

ルにスカート、男

性はスーツにネク

タイなど服装指

定や性差のある

制服

特に親しいわけ

ではないが社内

の人を見つけた

のでSNSで友

達の申請をする

時短の社員に

対して、残業さ

せられないので

責任の重い仕

事は振らないよ

うにする

オンラインミーティ

ングなどで顔出

しすることを求

める

レディースデー／

メンズ割など性

別による割引

会社のデスクに

家族写真を飾

る

あてはまるものは

ない

n=10000 32.1 29.6 27.9 27.1 27.1 22.7 18.0 18.0 17.8 10.8 48.1

15～29歳 n=957 27.7 25.0 22.8 25.7 26.1 23.3 19.1 21.9 20.2 13.0 48.0

30～39歳 n=1248 26.5 24.4 20.4 21.6 22.0 18.4 14.3 13.9 16.2 9.1 51.8

40～49歳 n=1842 28.6 25.8 23.9 22.7 21.2 18.6 15.2 14.3 17.8 8.3 51.4

50～59歳 n=1676 35.3 32.2 32.8 28.6 28.0 22.6 20.2 19.5 21.3 11.3 48.0

60歳以上 n=574 41.8 38.3 42.3 35.2 36.9 35.5 27.2 26.1 30.5 20.2 44.6

15～29歳 n=856 34.7 29.8 25.0 32.2 32.5 23.0 18.5 19.9 14.3 10.6 43.6

30～39歳 n=853 32.9 32.0 28.6 30.5 29.5 24.5 16.3 19.3 12.2 8.4 45.7

40～49歳 n=950 32.4 31.8 29.5 27.7 27.6 21.7 18.0 16.5 13.2 9.3 47.7

50～59歳 n=821 34.7 32.6 31.4 26.7 29.7 24.6 18.0 16.1 14.5 11.4 46.3

60歳以上 n=223 39.9 35.4 38.6 31.4 34.1 32.7 23.8 23.8 26.0 17.9 45.7

　全　体

男

性

女

性

32.1
29.6 27.9 27.1 27.1

22.7
18.0 18.0 17.8

10.8

48.1
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どれも行っていないが6割半ば。「時短社員に責任の重い仕事を振らないようにする」が最も行われている。
気遣いのつもりの行動が、実は相手の為になっていないことも。個人と向き合って相談が大切。

実際に社内で行われているもの

※■：全体より5pt以上高い ■：全体より10pt以上高い ■：全体より5pt以上低い ■：全体より10pt以上低い

時短の社員に

対して、残業さ

せられないので

責任の重い仕

事は振らないよ

うにする

オンラインミーティ

ングなどで顔出

しすることを求

める

コミュニケーション

不足を補うため

に、定例飲み会

への参加を求め

る

会社のデスクに

家族写真を飾

る

受付職は女

性、現場職は

男性など職種に

よる男女指定

女性社員にお

酌をさせたり、力

仕事は男性社

員がやる慣例

女性はハイヒー

ルにスカート、男

性はスーツにネク

タイなど服装指

定や性差のある

制服

1対1で異性の

部下を食事や

飲み会に誘う

特に親しいわけ

ではないが社内

の人を見つけた

のでSNSで友

達の申請をする

レディースデー／

メンズ割など性

別による割引

あてはまるものは

ない

n=10000 11.6 11.1 10.5 9.1 8.8 8.4 7.5 6.2 5.0 4.8 64.6

経営者・役員層 n=265 12.8 14.0 10.9 14.7 9.4 6.4 6.4 8.3 3.8 4.2 65.7

マネージャー層 n=1129 16.6 17.6 16.4 14.3 12.5 10.9 12.5 10.6 8.5 8.9 47.5

リーダー層 n=1304 16.7 15.4 15.5 14.0 12.1 11.1 10.7 9.3 7.7 6.4 52.7

役職なし n=5449 11.2 10.8 10.1 8.3 8.5 8.7 7.0 5.7 4.5 4.3 65.7

パート・アルバイト n=1853 6.2 4.6 4.7 4.0 5.0 4.2 3.8 2.2 2.5 2.8 80.1

　全　体

役

職

別

11.6 11.1 10.5 9.1 8.8 8.4 7.5 6.2 5.0 4.8

64.6
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行われているもの×良くないと思うもの

「定例の飲み会への参加要求」「性差による慣例」「職種による男女指定」は
“良くない”と思う人が多い中、社内で行われている比率が相対的に高い。

職種による男女指定

服装指定や性差のある

制服

性別による割引

女性社員にお酌をさせた

り、力仕事は男性社員が

やる慣例

親しくない社内の人へ

のSNS友達申請

1対1で異性の部下を

食事や飲み会に誘う

時短の社員に対して、責任の

重い仕事は振らないようにする

オンラインMTGなどで顔

出しすることを求める

会社のデスクに家族

写真を飾る

定例飲み会への参

加を求める

0%

5%

10%

15%

20%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

良くないと思うもの 高

高

低

行
わ
れ
て
い
る
も
の

※点線は各軸の平均点

（あてはまるものはないは除く）

X軸：23.1％ Y軸：8.3％
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加害者の心理「まさか自分が」の罠
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ハラスメント加害者の多くは、自分を「良き上司・先輩」だと思っている。

熱血指導型 コミュニケーション型 固定観念型

あいつのためを思って
厳しく言った

場の空気を和ませようと
冗談を言った

男ならこれくらい耐えて当たり前。
普通はこうする

悪気がない＝善意共通項 ：

「無意識の偏見」に本人が気づかない限り、再発防止は困難。



 

n=743

n=532

n=362

n=323

n=327
パワハラ・セクハラ・マタハラ・SOGIハラ

以外のハラスメントに関する指摘について

SOGIハラ・アウティングだと指摘された

ことについて

マタハラ・パタハラだと指摘されたこと

について

セクハラだと指摘されたことについて

パワハラだと指摘されたことについて 33.6

31.2

33.1

29.7

30.3

47.0

49.1

52.2

52.3

48.6

19.4

19.7

14.6

18.0

21.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自覚はあった 言われてみればそうかもしれないと感じた 指摘は的外れだと感じた

調査データ：相手から指摘を受けたハラスメントに対して自覚はあったか

「言われてみればそうかもしれないと感じた」が5割前後で最多。
自覚のないハラスメントが多い傾向。

n=「相手から指摘された」ハラスメントがあった方
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n

相手から指摘されたこと

がある

第三者から指摘されたこ

とがある

相手から冗談めかして言

われたことはある

第三者から冗談めかして

言われたことはある

社内の専門部署を通し

て指摘をうけたことがある

ない

パワハラ 10426 3.5 3.3 4.0 2.2 0.9 88.5

セクハラ 10426 1.8 2.8 3.6 1.7 0.5 91.2

マタハラ・パタハラ 10426 1.0 1.7 2.6 1.2 0.4 93.8

SOGIハラ・アウティング 10426 0.9 1.8 2.3 1.4 0.4 93.9

上記以外のハラスメント 10426 0.9 1.6 2.3 1.1 0.7 93.9

※■：全体より5pt以上高い　■：全体より10pt以上高い　■：全体より5pt以上低い　■：全体より10pt以上低い

3.5 3.3 4.0 2.2 0.9

88.5

1.8 2.8 3.6 1.7 0.5

91.2

1.0 1.7 2.6 1.2 0.4

93.8

0.9 1.8 2.3 1.4 0.4

93.9

0.9 1.6 2.3 1.1 0.7

93.9

パワハラ セクハラ マタハラ・パタハラ SOGIハラ・アウティング 上記以外のハラスメント

調査データ：言動がハラスメントにあたると指摘を受けた経験

相手から冗談めかして言われることが認知のきっかけとなるケースが多い。
指摘を受けるケースは「パワハラ」が最多。
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調査データ：相手からの「パワハラ」指摘に対する意見×年代別

50歳以上では自覚がなく、指摘に違和感を感じるケースが増える傾向。
自己認識と指摘にギャップがある様子。

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

自覚はあった 50.0 33.7 32.5 23.3 25.5

言われてみればそうかもしれないと感じた 35.1 46.0 52.4 51.7 49.1

指摘は的外れだと感じた 14.9 20.2 15.2 25.0 25.5

相手から「パワハラ」の指摘をうけて

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%
自覚はあった 言われてみればそうかもしれないと感じた 指摘は的外れだと感じた

※20～29歳：n=154 30～39歳：n=163 40～49歳：n=191 50～59歳：n=180 60歳以上：n=55

50歳以上は
自覚≦違和感

n=パワハラだと「相手から指摘された」ことがある方
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調査データ：ハラスメントかもしれないという現場に遭遇した時の対応

ハラスメントの指摘を受けたことがある人は、指摘されて初めて気付いたというケースが多いこと、 “冗談めかして指摘“されることが比較的

多いということがわかりました。ハラスメントかもと思ったら、我慢するのでなく冗談めかして伝えてみることで、相手が気付いて改善してく

れる可能性も高そうです。

一方で、「相談窓口に連絡する」よりも「見て見ぬふりをする」人が多いという結果も得られています。

相談窓口を通して組織が認識しているよりも、多くのハラスメントが発生している可能性があるため、たとえ相談件数が少なくても組織とし

ての対策や周知は着実に継続していく方が良いと思われます。

企業規模問わず「見て見ぬふり」が1割あり。
窓口に相談がいくケースは相対的に少ない。

※全体スコアで降順ソート

n

管理職に報告

する

信頼のおける同

僚等に相談す

る／（被害者

が自分以外の

場合）被害者

に話を聞く

見て見ぬふりを

する

冗談めかして注

意する

呼び出すなどし

て真剣に指摘

する

社内の相談・通

報窓口に連絡

する

その他 遭遇したことは

ない

　全　体 10426 14.7 13.5 13.0 12.9 10.9 6.3 0.4 58.2

30人未満 1922 9.0 9.8 11.5 12.4 8.1 1.9 0.7 66.7

30人～50人未満 729 13.9 13.3 13.7 13.6 10.6 3.8 0.4 58.2

50人～100人未満 984 14.7 14.6 12.6 14.1 11.4 6.0 0.4 56.7

100人～200人未満 897 16.9 12.9 14.6 13.5 13.7 5.4 0.7 52.2

200人～300人未満 562 14.6 14.1 17.4 15.7 13.5 8.0 - 52.5

300人～500人未満 640 17.5 15.8 14.1 13.8 12.2 5.0 0.2 53.4

500人～1,000人未満 784 19.1 16.8 13.9 15.2 13.5 10.1 0.3 52.2

1,000～3,000人未満 871 17.2 15.3 15.0 16.0 14.1 9.3 0.3 50.5

3,000人以上 2119 18.4 15.7 13.2 12.5 12.4 10.6 0.2 54.1

わからない 918 8.7 9.2 7.7 5.6 3.1 2.4 0.7 76.5

※■：全体より5pt以上高い　■：全体より10pt以上高い　■：全体より5pt以上低い　■：全体より10pt以上低い

14.7 13.5 13.0 12.9 10.9
6.3

0.4

58.2

全 体

多様化を進める中でハラスメントは向き合わなければならない問題
無意識の偏見「アンコンシャスバイアス」＝コミュニケーションの大きなポイント

アンコンシャスバイアス
自身の経験等を元に無意識に根付く価値観であり、誰しも持っているもので、そのものに善し悪しはない。
必ずしも正しい考えではないため、意識しながらコミュニケーションをとる必要がある。

企業ができる対策

拾い上げる仕組み作り
行為者本人は無意識でハラスメントになり得る言動もしているケースがある。
ハラスメントが起きていないか、実態を把握することが重要
分かりやすい導線づくりや匿名性の担保など、相談しやすい仕組みを作る

従業員に気付きを与える
無意識ため、本人は指摘や教育等機会がなければ気付けないまま
正しい知識を事例を踏まえて伝えることや教育することが非常に重要

気遣いが相手を傷つけることも。
正しい知識と工夫のある対策で、全従業員が働きやすい環境を整えることが大事。

変更？削除？
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アンコンシャスバイアス 企業ができる対策

多様な働き方が進んでいるからこそ、
無意識の偏見「アンコンシャスバイアス」によるハラスメントは起こりやすい。

企業ができる対策

・実態把握調査
アンケートの中でも気づきを持たせるアンケートにもできる
結果をみるだけでなく、教育の側面も含む
匿名性が担保
相談したい人への導線

・当事者意識をもたせた↓当事者意識もたせるってなに？

ハラスメントに及ばないまでも、多様化を推進する中でアンコンシャスバイアスバイアスが悪い
方向に作用してしまうと、組織の雰囲気がわるくなり生産性の低下・働きづらい職場→退職と
いうことになりかねない
研修を経て知識の確認

拾い上げる仕組み作り
行為者本人は無意識でハラスメントになり得る言動もしているケースがある。
ハラスメントが起きていないか、実態を把握することが重要
分かりやすい導線づくりや匿名性の担保など、相談しやすい仕組みを作る

従業員に気付きを与える
無意識ため、本人は指摘や教育等機会がなければ気付けないまま
正しい知識を事例を踏まえて伝えることや教育することが非常に重要

1on1の機会
産休前後や採用後など、従業員にとって働き方の変化が見込まれる場合などは
ヒアリングを徹底する。押しつけにならないアドバイスはか

「2026年の法改正も見据え、まずは『実態把握』と『個人の気づき』から始めましょう
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文字が多くなっても良いので下記内容を入れたいです。
※ヒアリングのページ

【アスマークならご状況に合わせて、下記のようなサポートが可能※単体でのご
提供も可能】

4つ大きな群を作る

①従業員アンケート
ーCHeckリサーチ（実態把握）
※LGBTQ＋や組織風土などの追加設問メニューもあり
ーオーダーメイド調査
※過去自社実施アンケートをベースにした調査
ハラスメント理解度調査、複数言語にわたる調査等…

②研修
・アセスメント（性格適性検査）付き研修
・E-learning
※manebi,東映【ドラスタ】のロゴ？ちいさくいれる？
・LGBTQ＋
・講師派遣型研修
※ハラスメントリスク管理協会とも連携のような文言を入れる
スペースあれば小さく管理協会のPRもいれられるか…。

③その他
外部相談窓口
ハラスメント当事者研修
社内向けハンドブックの作成
研修動画の作成

ハラスメント認定講師講座
窓口担当者向け研修

④情報ご提供
ハラスメントお役立ち資料（WP)
無料セミナー

コラム

LGBTQ+対応
リサーチ・研修

従業員アンケート

ハラスメント・コンプライアンスの

リスクや発生状況の現状把握

・第三者が実施する、公平公正な調査

・周知、理解度向上に配慮した設問設計

・所要時間は１０分程度、スマホ回答可

・１万人のベンチマークデータとの比較

理解度を図るアンケートと

当事者講師による

実体験を踏まえた研修

・性的マイノリティの方への理解を深める

・SDGｓ、ＣＳＲ対策やSOGIハラ防止

・「どう接すれは良いかかわからない」の解消に

外部相談窓口

ハラスメントの悩みを含めた職場全般に関する相談窓口として、

「ハラスメント・人間関係ホットライン」（ダイヤル・サービス株式会社）

を、ご希望の企業様にご紹介しております。

・人材コンサルによる背景要因分析レポートと

報告会付きのリサーチｐｌusもご用意。

+

研 修

自分事として

自覚が芽生える研修

・アセスメントで自身の隠れたリスクを可視化

・弁護士、社労士など有資格講師が多数在籍

・集合研修、オンライン、e-ラーニング、対応可

能

従業員アンケート

パッケージ調査

全体結果概要 全体レポート

◆ コンプライアンス ◆ 対象者

●コンプライアンス点数　※１、※2 ●対策状況

対象者数： 10,000 人

回答者数： 9,910 人

回答率： 99.1 ％

/100点 件数 ％

ベンチマーク平均：57点 男性 5,563 56.1

女性 4,323 43.6

その他・答えたくない 24 0.2

コメント：

件数 ％

経営者・役員層 350 3.5

マネージャー層 969 9.8

リーダー層 1,085 10.9

役職なし 5,059 51.0

◆ ハラスメント パート・アルバイト 2,447 24.7

●理解度 （内容も含めて理解している人の割合）　※２ 件数 ％

10代 17 0.2

パワハラ セクハラ マタハラ 20代 1,531 15.4

％ ％ ％ 30代 2,083 21.0

ベンチマーク平均： 47% 55% 44% 40代 2,486 25.1

●発生状況　※直近6ヶ月において 50代 2,063 20.8

60代以上 1,730 17.5

パワハラ 1,182 件（内、 71 件解決済み） 3,336 件

セクハラ 392 件（内、 58 件解決済み） 1,598 件

マタハラ 157 件（内、 29 件解決済み） 684 件

コメント：

P1　

80

パワハラ、セクハラについては理解されていますが、マタハラについては名前は知っているが内容は理解し

ていない方が多いようです。具体的な事例も踏まえた研修・啓蒙を行うと理解度向上につながります。

未解決のハラスメント被害が計1573件あります。個別対応を行ってください。

49

42

12

％

％

％

被害件数 見聞きした件数

60 55 32

設置済み

定期的に実施

社内コンプイアンスは守られていると考えれられます。

研修・周知施策は、定期的に実施しているにも拘らず認知率が低いので、認知率を伸ばす施策も合

わせて検討することをお勧めします。

※１　コンプライアンス意識や認識状況を独自の指標で

数値化したものです。

※2　結果の文字色は、ベンチマークと比べて以下の通り

であることを表します。

　・黒：ベンチマーク平均の上下10pt以内

　・青：ベンチマーク平均より10pt以上高い

　・赤：ベンチマーク平均より10pt以上低い

研修・周知

制定済み

実施状況 認知率

方針・規定

相談通報

窓口
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・LGBTQ＋や組織風土などの追加設問メニューあり

コンプライアンスリスク認識状況・意識評価 全体レポート

TOP2

TOP2

P5　

職場意識 43%

個人意識 52%

0

5

10

15

20

25

30

35

40

情報漏洩

個人不正

組織不正

労働環境品質管理

人権管理

知的財産

ベンチマーク

自社全体

その他サービス

業

◆コンプライアンスリスク認識状況（％）

15% 28% 38%
10%

9%

職場では、社内ルールや法令順守に対する意識が高い

20% 32% 35% 6%
6%

私は、日々の業務においてコンプライアンスを意識している

Copyright © 2021 ASMARQ Co., Ltd. All Rights Reserved.

従業員が、コンプライアンスリスクを感じている

項目をレーダーチャートで表示したものです。

グラフが中央に集まっているほど、コンプライアン

スが守られている職場だといえます。

職場と個人の2軸で、コンプライアンスに対する

意識の高さを評価したものです。

パーセンテージは、意識が高い、またはやや高

いの合計を表しています。

◆コンプライアンスに対する意識の高さ

オーダーメイド調査

・過去自社実施アンケートをベースにした調査

ハラスメント理解度調査、複数言語にわたる調査等

課題にあわせた調査を実施。

他サービス

外部相談窓口

ハラスメント行為者研修

社内向けハンドブックの
作成

研修動画の作成

ハラスメント認定講師
講座

窓口担当者向け研修

・ ハラスメントお役立ち資料
・ セミナー
・ コラム

無料のお役立ちコンテンツ提供中！

アンケート詳細：https://humap.asmarq.co.jp/r_check/ 研修詳細：https://humap.asmarq.co.jp/r_check_training/

研修

オーダーメイド研修

事前の性格適性検査を活用した研修

アセスメント付研修

e-ラーニング

LGBTQ＋

「TOKYOノーハラ企業支援ナビ」で動画監修を

している※日本ハラスメントリスク管理協会や弁護士・

社労士など多彩な講師と連携

※提携

先

※令和5・6年度作成動画

『当事者意識』を持たせて変わる ハラスメント防止パッケージ

https://humap.asmarq.co.jp/r_check_research/
https://humap.asmarq.co.jp/外部相談窓口/
https://humap.asmarq.co.jp/行為者研修2days/
https://humap.asmarq.co.jp/harassment_instructor_2025/
https://humap.asmarq.co.jp/harassment_instructor_2025/
https://humap.asmarq.co.jp/counselor_training2025/
https://humap.asmarq.co.jp/r_check/
https://humap.asmarq.co.jp/r_check_training/
https://humap.asmarq.co.jp/r_check_training/


被害実態
の把握

効果の
見える化

取り組み
の周知

施策検討
への活用

なぜハラスメント対策で調査を実施する？
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なんでハラスメント対策で調査をするのか
の前提

このページにある内容の抜粋で
予防策として有効でなく、「会社として取り組みを周

知」などのリサーチをする意義的なところ

Check調査なら～～～を次ページで
・ベンチマーク（色んな角度から経年・過去・業界）

・手軽
このページにある内容の抜粋で

予防策として有効でなく、「会社として取り組みを周
知」などのリサーチをする意義的なところ

結果をもとにFBして、会社として動いていることア
ピール。（施策も一緒に伝えられればなおよし）

ただ実態を把握するだけでなく、結果を元に施策

ASQのページ見たいにまとめてもいい

どんな対策にすればよいかわからないが解決

調査ハラスメント被害実態が分かるだけでなく、

対策の課題解決の糸口が見つかります
ココ削除

パターン2



実態調査の中身

コンプライアンスとハラスメントを網羅した26問で構成。

情報漏洩

個人不正

組織不正労働環境

品質管理

人権管理知的財産

対策周知度潜在的リスク

■ コンプライアンス項目

■ ハラスメント項目

- 9項目

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

実
態
把
握

パワー
ハラスメント

セクシャル
ハラスメント

マタニティ
(パタニティ)
ハラスメント

理解度

発生状況

窓口対応状況

相談窓口の
認知状況

職場意識個人意識

ハラスメント全般の実態把握
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課題
・4万人規模の従業員の実態把握や分析方法に悩んでいた
・自社での分析は難しく、専門家に依頼する必要があると考えた

運用
・全従業員のWebアンケートを実施
・事業会社単位でも結果が比較できるようにレポートをカスタマイズ
・他部署が行う別のアンケートも同時に実施し、従業員の負担を軽減

効果
・「通報が少ない部署＝問題ない」という思い込みが覆り、意外なリスクが可視化された
・外部の視点や他社との比較で結果を読み解き、改善策を検討しやすくなった
・周知について課題が明確になり、今後の改善や連携への見通しが得られた

27

導入事例

＜会社情報＞

会社名：シダックス株式会社

従業員規模：45,000名（2025年2月期現在）

事業内容：
フードサービス事業、車両運行サービス事業、
社会サービス事業

全文はこちら →（ https://humap.asmarq.co.jp/case/shidax/）

法務部 ご担当者様

Copyright © 2025 ASMARQ Co., Ltd. All Rights Reserved.

導入事例差し替え

リサーチ
本人が気づいていないもの、会社が先に気付くために調査
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事例紹介、理論説明、注意喚起など

自分には関係ないし…
事前に自分のリスクを知れたので

自分事として捉えられた

自分でも気づかなかった
リスクを発見できた

従来の研修 CHeck研修

他人事で、参加者の自覚が薄い 自分事として、自覚が芽生える

当たり前のことばかり
説明されてもね…

従来の研修内容
＋

自己リスク把握
自己分析

行動変容計画

アセスメント研修

各自の「リスク」を可視化・フィードバックし、

自分の隠れた「リスク」に気づく研修

アセスメント研修

事前のアセスメントの結果をもとに行う「自分事」になるハラスメント研修

Copyright © 2026 ASMARQ Co., Ltd. All Rights Reserved.



可視化するリスクの例 実施フロー

＜個人要因＞
✓性格・気質面
✓態度・価値観
✓願望・恐怖
✓情緒安定性
✓コミュニケーション力
✓倫理・道徳観

etc

＜組織要因＞
✓組織風土
✓人間関係
✓WLB環境
✓ストレス感

etc

動
機・
誘因

機会 正当化

不正の
トライアング
ル

アセスメント

レポート作成

研修・フィードバック

対策・行動計画

コンプライアンスリスク 7分野
ハラスメントリスク ３分野

理論や各種要因データから導かれる
10分野のリスクを診断

アセスメント・レポート

※研修内でグループワークの実施も可能

アセスメント研修
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アセスメント研修 -アセスメント・レポート作成イメージ

注意度（A～E五段階）と背景要因を可視化
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参考：パワハラ対策７つのメニュー 実施スケジュール例

出展：厚生労働省あかるい職場応援団「パワーハラスメント対策導入マニュアル（第4版）」P16
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ハラスメントの認知・理解度 全体レポート

P8　

知っている
内容は

あいまい

マタハラ

4688件 3413件

4341件

パワハラ

セクハラ

3136件

パワハラ

件数

ハラスメントの認知・理解度

1493件 940件

各ハラスメントの内容についての

認知・理解度

言葉のみ 知らなかった

1045件 764件

5412件 2900件 997件 601件

マタハラ

セクハラ

ハラスメント詳細～認知・見聞き・受けた

47% 34% 11%
8%

55% 29% 10%
6%

44% 32% 15%
9%

Copyright © 2021 ASMARQ Co., Ltd. All Rights Reserved.

従業員が、ハラスメントの定義や典型例などをきちんと理

解できていたかを示しています。

下段の表が回答件数、棒グラフがそれを割合で表したもの

です。

※参考※

厚生労働省「あかるい職場応援団」

（https://www.no-harassment.mhlw.go.jp/）

のサイトには、理解度向上に使える各種資料等が無料で

公開されています。

コンプライアンスリスク認識状況・意識評価 全体レポート

TOP2

TOP2

P5　

職場意識 43%

個人意識 52%

0

5
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情報漏洩

個人不正

組織不正

労働環境品質管理

人権管理

知的財産

ベンチマーク

自社全体

その他サービス

業

◆コンプライアンスリスク認識状況（％）

15% 28% 38%
10%

9%

職場では、社内ルールや法令順守に対する意識が高い

20% 32% 35% 6%
6%

私は、日々の業務においてコンプライアンスを意識している

Copyright © 2021 ASMARQ Co., Ltd. All Rights Reserved.

従業員が、コンプライアンスリスクを感じている

項目をレーダーチャートで表示したものです。

グラフが中央に集まっているほど、コンプライアン

スが守られている職場だといえます。

職場と個人の2軸で、コンプライアンスに対する

意識の高さを評価したものです。

パーセンテージは、意識が高い、またはやや高

いの合計を表しています。

◆コンプライアンスに対する意識の高さ

抜粋版アンケートの実施
・アウトプットレポート付

セミナーアンケート回答特典
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https://humap.asmarq.co.jp/

【お問い合わせ先】

株式会社アスマーク Humap 事業グループ

TEL ： 0120-922-684

Copyright © 2026 ASMARQ Co., Ltd. All Rights Reserved.


	はじめに～
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4: 会社概要
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7: 2026年、企業に求められる新たなハラスメント対策
	スライド 8: ハラスメントを引き起こす？無意識の偏見「アンコンシャス・バイアス」
	スライド 9: アンコンシャス・バイアス例　こんな考え方をしたことはありますか？
	スライド 10: アンコンシャス・バイアス例　こんな考え方をしたことはありますか？
	スライド 11: アンコンシャス・バイアスがレイシャルハラスメントに？
	スライド 12: 気遣いで「押しつけ」をしてしまっていませんか？
	スライド 13: 職場でのハラスメントはもっと気にするべき？／気にしすぎ？
	スライド 14: 1万人に聞いた良くないと思う行動・文化
	スライド 15: 1万人に聞いた良くないと思う行動・文化（性年代別）
	スライド 16: 実際に社内で行われているもの
	スライド 17: 行われているもの×良くないと思うもの
	スライド 18: 加害者の心理「まさか自分が」の罠
	スライド 19: 調査データ：相手から指摘を受けたハラスメントに対して自覚はあったか
	スライド 20: 調査データ：言動がハラスメントにあたると指摘を受けた経験
	スライド 21: 調査データ：相手からの「パワハラ」指摘に対する意見×年代別
	スライド 22: 調査データ：ハラスメントかもしれないという現場に遭遇した時の対応
	スライド 23: アンコンシャスバイアス 企業ができる対策
	スライド 24
	スライド 25: なぜハラスメント対策で調査を実施する？　　
	スライド 26: 実態調査の中身
	スライド 27
	スライド 28: アセスメント研修　　　
	スライド 29: アセスメント研修　　　
	スライド 30: アセスメント研修 -アセスメント・レポート作成イメージ
	スライド 31: 参考：パワハラ対策７つのメニュー　実施スケジュール例
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35




